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   A 42-year-old man was hospitalized with urinary retention due to strangulation of the penis in 
December, 1981. He placed a stainless steel ring on the base of the penis to prolong erection one 
month earlier, but subsequent penile edema made it impossible to remove the ring. On admission 
the penis was extremely swollen (15 cm in length and 7 cm in diameter). Gangrenous patches cover-
ed the surface of the penis almost completely and the ring had cut through all the tissues super-
ficial to Buck's fascia. Even slight tension would have probably divided the penis at the site of 
obstruction and we thought that amputation would be necessary. However, we decided to try con-
servative therapy since pulsation was felt in the glans. A high-speed airdriven drill with a diamond 
tip was used to sever the ring. This took ninety minutes. The ring was 2 cm in diameter. The 
wound was sutured in one layer after thorough debridement. 

   The skin ulceration healed slowly and u urethral fistula was present in the penoscrotal region 
until the 66th postoperative day when it closed spontaneously. At discharge the patient had no 

problems with urination or erection.
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緒 言

陰茎絞拒症は本邦においては比較的報告の少ない疾

患である.絞 拒物を早期に除去すれば,合 併症 もなく

良好な経過をとるが,そ の疾患の性質上患者の受診が

遅れがちとな り,絞 拒後かなりの期間を経てから来院

することが多い.わ れわれは今回挿入後1ヵ 月を経過

してから来院した.ス テンレス製指輪による重症陰茎

絞擁症を経験した.金 属性であるため指輪除去は非常

に難行 し,術 後も尿道皮膚繧と陰茎皮膚の難治性潰瘍

により経過は遷延 したが,最 終的に後遺症なく治癒し

たので,この症例を報告 し若干の文献的考察を行な う.

症 例

患 者:Y.H.42歳,青 果 業(14-1-799-3)

初 診=1981年12月2日

主 訴1尿 閉

既 往歴1特 記 す べ き こ とな し

家族歴:特 記すべきことなし

現病歴:1981年11月 初 旬,勃起力増強の目的にて,ス

テンレス製の指輪を陰茎根部に自分で挿入したが,抜

去不能となり放置した.1週 間は著明な自覚症状なく

経過したが,以 後陰茎の腫脹,疹 痛が増強し,排 尿困

難も徐々に進行した.1ヵ 月後に尿閉とな り,某 院に

緊急入院しカテーテル留置されたが,指 輪除去不能の

め当院に転送された.

現症:陰 茎全体はうっ血浮腫のため,最 大径7cm,

全張15cmと 腫脹してお り,16Frバ ル ーソカテー

テルが留置されていた.陰 茎根部の皮膚,皮 下組織は

環状に切断されて,そ の切断面には壊死組織が付着し

てお り,軽 度の外力により今にも離断されそうな外観

を呈 していた.亀 頭,陰 茎体部皮商には島状に潰瘍が

散在 してお り,切 断部の壊死組織を除去すると,金 属

性の指輪が切断創底部に食い込んでお り,指 輪にはス

リットが入っていた.指 輪挿入 よりの期間,陰 茎組織

の損傷程度より,陰 茎切断もやむをえない と考えた
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が,亀 頭部に良好な拍動を触れたため,と りあえず指

輪除去を試みることに した(Fig.1).

手術所見:腰 椎麻酔下に指輪除去を開始した.ま ず

指輪のス リット部をペ ンチで広げようとしたが,指 輪

が狭い部分にくい込んでいるため,ペ ンチを挿入でき

なかった.次 に整形外科用の指輪切 りを使用したが,

狭い部分で操作する必要があるため有効な外力が加x

られなかった.や むをzず 耳鼻・科用のダイヤモンドバ

ーを用いて,ス リノトの対面を根気よく削り始めたが

(Fig.2),約go分 削 り終えたところでスリット部を

広げたところ,指 輪は2つ に折 り除去 しえた,切 断創

底部において白膜は損傷され ていなかった,切 断創

はデブリットメント後,全 周にわた り一層縫合した

(Fig.3).指 輪 はステンレス製であ り,直 径2cmで

あ った(Fig.4)。

術後経過:術 後は皮膚潰瘍の感染のために発熱が続

いた.ll病 日にカテーテルを抜去したところ,縫 合部

6時 に尿道皮膚痩が形成されてお り,再 度カテーテル

を留置して自然閉鎖するのを期 した.30病 日には陰茎

の腫張はかなり軽減したが,難 治性の皮膚潰瘍が散在

し,皮 膚知覚も低下した ままであった(Fig.5).し

か し66病 日には尿道皮膚痩は自然閉鎖し,皮 膚潰瘍も

治癒した.ま た皮膚感覚も回復 し形態もほぼ正常に戻
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り(Fig.6)勃 起 も可能となった,尿 道狭窄の発生は

みとめず,退 院後は性交も行 なえ る ようになってい

る,

考 察

文献的に,陰 茎絞振症に使用された絞拒物は,金 属

性の絞掘物,お よび金属以外の絞掘物の2つ に分類で

きるが,こ の2者 においては絞拓の動機,診 断,絞 掘

物除去後,合 併症などが異なっている.

金属以外の絞拒物 としては,毛 髪,ヒ モ,ゴ ムバ ン

ドによるものが報告されている.な かでも毛髪による

絞掘症の報告が多くみられ,乳 幼児に偶発的に毛髪が

からみつ く場合が多い ようである1,2).包 茎の環状切

開後,創 部に付着した毛髪が絞拒の原因となることも

ある3・4).その他,夜 尿防止の手段として用いられた

ヒモが,絞 掘の原因となることもある5,6).毛 髪や ヒ

モによる絞掘がいったん生じると,う っ血浮腫のため

に絞拒物は深い溝に入 り込んでしまい,注 意深く観察

しないと見落として しまう.Benedict(1967)8)は,

絞拒物である細い糸が,絞 掘部の再生上皮により完全

に被われてしまったために,診 断が困難であった症例

を報告している.金 属環に比 して絞擁物の除去は簡単

であるが,尿 道皮膚痩形成の頻度が高い9).こ の理由

として,診 断が遅れがちになること,ま た金属環に比

して細いため尿道を切断しやすいことがあげられる.

尿道海綿体に比して,陰 茎海綿体は厚い線維性被膜で

ある白膜で被われているため,傷 害を受けにくいD.

金属の絞拒物としては,指輪,ナ ットなどが使用され

ている.動 機は性的興奮増強の目的が多く9),それゆえ

金属製絞拓物の除去方法

1耳 鼻科用ダイアモンドバー

歯科用エアータービン

電気グラインダーetc,

2.絞 擁物より末槽側に糸を巻きつけて

糸をほどきながら,絞 拒物を移動さ

す方法。(BucyJ.G.1968)
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3.絞 擁物より末梢側の腫張した皮膚,

皮下組織を剥離した後に絞拒物を

抜去,後 に皮膚移植。

Fig.7

に高齢者に多くみられる.金 属環の除去法がいちばん

問題となるが,文献的y:.hの 方法が試みられている.

われわれは耳鼻科用のダイヤモソドバーを使用し,約

90分 かけて切断しえたが,歯 科用エアータービンによ

り切断に6時 間を要 した症例io),電 気 グラインダーに

て切断した症例11)が報告されている.Bucy(1968)12)

は,金 属環 より末梢側に向かいヒモを巻きつけて,腫

張した陰茎を圧迫 して金属環内径と同じ太 さとした

後,ヒ モの一端を金属環の下を通 し,そ れを引っばっ

て巻きほどくことにより金属環を移動させ,こ の過程

を繰 り返すことにより約30分 を要して除去 している

(Fig.7).Browning(1969)13)も 同様の方法により

除去 しているが,糸 を巻きつける前に腫張軽減の目的

にて,22ゲ ージ針にて数回穿刺した後ピアルロニダー

ゼを注入している.Schellhammer(1973)14)は,金

属環 よ り末梢側の腫張 した皮膚,皮 下組織をBuck

の筋膜まで剥離 して金属環を除去 した後,皮 膚移植を

行ない成功 している.絞 拒後早期の症例 であれば,

BucyやSchellhammerの 方法にて除去可能と思わ

れるが,本 症例のように長期を経過して壊死の生じて

いる症例では金属環を切断する以外には適当な除去方

法がなくダイヤモンドバーのような器具を使用して根

気 よく削っていくしかない.本 症例では陰茎の損傷お

び感染が強く,リ ングの除去も不可能と思われたた

め,初 診時には陰茎切断もやむをえないと考えたが,

根気よくリングを切断 したことにより,結 果的に予想

外の回復を得ることができた、Chaplot(1973)5)も,

陰茎海綿体,尿 道海綿体のほとんどが離断し,海 綿体

深部の線維性被膜のみにより連続が保たれていた症例

に対して,尿 道形成を含めた2回 の手術を施行し,排

尿障害,勃 起障害もな く治癒せしめている.

重症の陰茎絞掘症において,組 織損傷が強 く陰茎切

断もやむを得ないと思われるような場合でも,可 及的

早く絞掘物を除去し,ま ず保存的治癒を試みなければ

ならない.

結 語

1.ス テンレス製指輪による陰茎絞拒症に対して,

耳鼻科用ダイヤモソドバーが指輪走去に有用であっ

た.

2.本 症例は絞拒後1ヵ 月を経過 していたため,感

染性皮膚潰瘍,尿 道皮膚痕を形成 し陰茎切断もやむを

えないと思われたほどの重症絞拒症であったが,保 存

的治療を根気よく続けることにより完治し得た,

本論文の要旨は第96回日本泌尿器科学会関西地方会(大 阪

市)で 発表した.
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